
科　目

開講年次 ３ 使用教材

学期 月

4

5

7

10

11

1

2

後
　
　
　
　
　
期

編み物 棒針編みの基本

編み物 マフラーの製作

12

後期中間考査

編み物 マフラーの製作

編み物 マフラーの製作

3

前
　
　
　
　
　
期

縫物の基本 刺し子のコースター

縫物の基本 刺し子のコースター

6
パッチワーク クッションの製作

前期中間考査

パッチワーク クッションの製作

9
編み物 かぎ針編み

前期期末考査

選択生徒像
根気よくがんばれる生徒。
男子生徒の選択も可。

選択条件 なし

備　　考 場合によっては、実習費を変更することもあります。

目　　標 各種手芸の技法などに関する知識と技術を習得させ、手芸品を創造的に製作し、服飾に活用する能力と態度を育てる。

評価方法

単元 指導内容

知識・技能：思考・判断・表現：主体的に学習に取り組む態度＝４：３：３
作品

教   科 家　庭 服飾手芸

単位数 ２単位
参考書『はじめて編む　棒針編み』ブティック社
裁縫道具  材料費　\2,500

分類・帯 食と福祉系列・S１

科目説明
服飾手芸、室内装飾手芸などに関する知識と技術を習得し、創造性を養い、手芸を生活に活用する能力と態度を育てていく科目です。
刺繍、染色、パッチワーク、編み物、織物など、簡単な小物作りをします。


